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　令和元年度の研修会は、平成３０年７月豪雨災害の経験から地
域の皆さんが取り組んできた防災に関する活動等について振り
返り、防災意識の高揚を図るために開催し、高梁市ボランティア
センターの登録ボランティアや民生委員児童委員など約２５０人
が参加されました。

ボランティア研修会ボランティア研修会
テーマ『豪雨災害の経験を経て～みんなの取り組みと今後～』
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基
調
講
演
と
実
践
発
表
を

聞
い
た
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
の

質
問
を
中
心
に
討
論
し
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
災
害
支
援

の
経
験
か
ら
、単
に
住
ま
い
だ
け
を
元
通
り
に
す
る
復
旧

を
目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、元
々
の
地
域
性・住
民
の
生

活
環
境
に
注
目
し
、日
々
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生
活
の
質
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、男
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
避

難
所
の
支
援
に
つ
い
て
は『
き
め
細
や
か
な
女
性
の
視
点
』

が
と
て
も
大
切
で
あ

る
こ
と
や
、平
時
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
外
部
支
援
を
受
け

た
際
の
対
応
を
想
定

し
て
お
く
こ
と（
受
援

力
を
高
め
る
こ
と
）

が
地
域
の
取
組
み
と

し
て
重
要
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

落
合
町
の
北
山
町
内
会
は
、山
の
傾
斜

地
に
あ
る
こ
と
や
池
が
３
つ
あ
り
大
雨
の

際
に
は
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
の

危
機
感
か
ら
平
成
30
年
４
月
に
自
主
防
災

会
を
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
部
の
内『
避
難
誘
導・災
害
時
援

護
者
部
』の
役
割
と
し
て
、日
常
的
に
町
内

会
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
福
祉
委
員
が

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、ス
ム
ー
ズ
な
避
難

誘
導
や
要
援
護
者
等
の
把
握
が
で
き
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
30
年

７
月
豪
雨
の
際
の
自

主
防
災
会
の
動
き
で

気
づ
い
た
反
省
点

を
活
か
し
、２
度
の

防
災
訓
練
を
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、同
会
場
で
消
防
本
部
の
協
力

に
よ
る
煙
道
体
験
や
台
風
19
号
被
災

地
の
復
興
支
援
物
産
展
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

宝
達
　真
志 

さ
ん

ほ
う
だ
つ

ま
さ  

し

か
く
ど
う

た
に

あ
や

や
ま
も
と

よ
し
か
ず

ゆ
う 

じ

北
山
町
内
会
自
主
防
災
会

　避
難
誘
導・災
害
時
援
護
者
部
長
　

　
　
　
　 ⻆
銅
　勇
二 

さ
ん

谷
　
　
　綾 

さ
ん

災
害
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

社
会
福
祉
法
人
東
海
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課
統
括
主
任

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
職
場
が
被

災
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、市
内
外
で
始

め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
か
ら
感

じ
た
こ
と
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

１
回
の
活
動
で
は
思
っ
た
よ
う
に
作
業

が
進
ま
ず
、申
し
訳
な
さ
を
感
じ
る
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、被
災
地
の
方
の

「
あ
り
が
と
う
」の
声
を
聞
く
と
、「
被
災
さ

れ
た
方
に
と
っ
て
は
、手
を
差
し
伸
べ
て
く

れ
る
人
が
い
る
と
感
じ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
気
づ
い
た
」

「
今
後
も
、困
っ
た
時

に
は
お
互
い
さ
ま
で

支
え
あ
え
る
よ
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

瀬
戸
内
市
社
協
が
行
っ
て
い
る
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置・運
営
訓
練
に

つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
社
協
職
員
だ
け
で
は
な
く
、

民
生
委
員
児
童
委
員
や
地
区
社
協
関
係

者
等
も
参
加
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

役・被
災
者
役・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
に
分
か

れ
、有
事
の
際
を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

訓
練
を
行
う
こ
と
で
、新
た
な
課
題

や
気
づ
き
を
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、そ
こ
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
も

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
う
た
め
に
、『
地
域

の
力
』を
大
切
に
し

た
訓
練
が
重
要
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

煙道体験復興支援物産展

　１月１７日は「防災とボランティア
の日」です。
これは、１９９５年１月１７日に発生し
た阪神淡路大震災の際に多くの方

がボランティア活動に参加されたことで、災害
時のボランティア活動や普段からの自発的な
防災活動が重要であると認識されたことから
設けられています。

山
本
　佳
和 

さ
ん

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

地
元
の
強
み
と
弱
み

       ―
 

災
害
支
援
の
現
場
か
ら ―

基調 講演災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

経
験
し
て

北
山
町
内
会
自
主
防
災
会
の

活
動
に
つ
い
て

実践 発表

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置・運
営
訓
練

〜
瀬
戸
内
市
内
の
実
践
報
告
〜

出来ることは必ずあります。
幅広い年代の方にボランティア
をしていただくことで、より多く
の方に寄り添うことが出来ます。

地元の方がボランティアに
駆けつけてくれた時が一番
うれしい。 気軽に一歩を踏
み出してほしい。

いち早く地域に出向き、
状況把握に努めました。

まずは、家族や職場
の方の安否確認を
しました。

A1

A2

Q2 災害が起こったときに
一番初めに行ったことは？

歳を取ってボランティアする
自信がないけど、私でもでき
ることってあるの？

Q1

社
会
福
祉
法
人

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

総
務
福
祉
課
主
事

豆知識豆知識
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

令和2年度「赤い羽根　まちづくり福祉活動助成事業」の助成団体を募集します！
～赤い羽根共同募金は、地域の安全・安心な暮らしを住民と共につくる活動を応援します～

歳末たすけあい募金　実績報告 赤い羽根共同募金　実績報告
　
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
は
、
令
和
２

年
度
に
各
地
区
社
協
や
民
間
福
祉
施
設

等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
幅
広

く
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

3,746,360
80,714

684,800
28,739

616,545
181,834

8,401
207,743

5,555,136

　
今
年
度
も
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
募
金
は
、
在
宅
で
暮
ら
し

て
お
ら
れ
る
重
度
の
要
介
護
者
や
難
病

者
な
ど
2
5
8
名
の
方
へ
慰
問
金
と
し

て
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
に
援
助
活
動
に
携

わ
る
や
福
祉・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体（
10
団

体
）へ
活
動
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

募金区分 募金額（円）
戸 別 募 金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計

2,130,955
10,119
71,829

2,212,903

問い合わせ先 相談支援課 ☎２２－７２４３
川 上 支 所 ☎４８－９７７０

有 漢 支 所 ☎５７－３２１８
備 中 支 所 ☎４５－３１３１

成 羽 支 所 ☎４２－２００５

　新たな年を迎える時期に、地域で安心して暮らすことができるよう、次の福祉・
ボランティア団体が歳末たすけあい募金の助成を受け、友愛訪問活動・慰問・交流
事業を行いました。

★宇治婦人会

★有漢町ボランティアあじさいの会

歳末たすけあい募金で広がる地域の歳末たすけあい募金で広がる地域の 絆

★かぐら街道布寄直売所（成羽）

★四ツ葉の会（川上）

★ひまわりボランティア（川上）
★ラベンダーボランティア（川上）

★高梁市手話ボランティアの会

★高梁市身体障害者福祉協会

★備中町ヘルスボランティア連絡会

★川上地区歳末友愛訪問ボランティア

歳末たすけあい運動として、さまざまな活動に取り組まれました。

地域の安全・安心な暮らしを住民とともにつくる活動
☆助成対象活動
    自主防犯・自主防災活動のために年間を通じて必要なパトロール用資材およびユニフォームなどの整備

☆助成対象団体
    高梁市内において、原則１年以上の継続した活動が見込めること。また、団体等の運営が住民を主体とした
    組織で、自主性、自立性を有し、事業計画および会計状況が明らかであること。

☆助成金額  １団体あたり１０万円以内
☆実施期間  令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

☆助成対象活動
    年間を通じて12回以上、地区社会福祉協議会の範囲内において定期的に地域の方々の居場所づくり、交流、
　情報交換などを目的として開催する活動拠点において、声かけ見守り活動などの社会的な孤立の防止を図る
　ためのふれあい活動　　　

☆助成対象団体　 地区社会福祉協議会
☆助成金額  １地区社会福祉協議会あたり６万円を上限とし、１ふれあい拠点あたり２万円以内とする。 
☆実施期間  令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

住民相互のふれあいの拠点づくりに積極的に取り組む活動

〇申請期間  令和2年４月１日～５月31日まで
※この助成は予算の範囲内で実施します。
　申請書は社協事務所へ備え付けていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。 
　詳細については、気軽にお問い合わせください。

♥高齢者を対象とした歳末友愛訪問

♥障がい者との交流・歳末激励慰問

♥施設慰問および交流事業

4団体

4団体

2団体
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金に
ご協力いただきありがとうございました

令和2年度「赤い羽根　まちづくり福祉活動助成事業」の助成団体を募集します！
～赤い羽根共同募金は、地域の安全・安心な暮らしを住民と共につくる活動を応援します～

歳末たすけあい募金　実績報告 赤い羽根共同募金　実績報告
　
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
募
金
は
、
令
和
２

年
度
に
各
地
区
社
協
や
民
間
福
祉
施
設

等
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域
で
幅
広

く
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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今
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し
た
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金
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在
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る
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度
の
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介
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や
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ど
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の
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へ
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金
と
し

て
お
届
け
し
ま
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た
。

　
ま
た
、
年
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始
に
援
助
活
動
に
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わ
る
や
福
祉・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体（
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体
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活
動
費
を
助
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ま
し
た
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個 人 募 金
その他の募金
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川 上 支 所 ☎４８－９７７０
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備 中 支 所 ☎４５－３１３１
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　新たな年を迎える時期に、地域で安心して暮らすことができるよう、次の福祉・
ボランティア団体が歳末たすけあい募金の助成を受け、友愛訪問活動・慰問・交流
事業を行いました。

★宇治婦人会

★有漢町ボランティアあじさいの会

歳末たすけあい募金で広がる地域の歳末たすけあい募金で広がる地域の 絆

★かぐら街道布寄直売所（成羽）

★四ツ葉の会（川上）

★ひまわりボランティア（川上）
★ラベンダーボランティア（川上）

★高梁市手話ボランティアの会

★高梁市身体障害者福祉協会

★備中町ヘルスボランティア連絡会

★川上地区歳末友愛訪問ボランティア

歳末たすけあい運動として、さまざまな活動に取り組まれました。

地域の安全・安心な暮らしを住民とともにつくる活動
☆助成対象活動
    自主防犯・自主防災活動のために年間を通じて必要なパトロール用資材およびユニフォームなどの整備

☆助成対象団体
    高梁市内において、原則１年以上の継続した活動が見込めること。また、団体等の運営が住民を主体とした
    組織で、自主性、自立性を有し、事業計画および会計状況が明らかであること。

☆助成金額  １団体あたり１０万円以内
☆実施期間  令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

☆助成対象活動
    年間を通じて12回以上、地区社会福祉協議会の範囲内において定期的に地域の方々の居場所づくり、交流、
　情報交換などを目的として開催する活動拠点において、声かけ見守り活動などの社会的な孤立の防止を図る
　ためのふれあい活動　　　

☆助成対象団体　 地区社会福祉協議会
☆助成金額  １地区社会福祉協議会あたり６万円を上限とし、１ふれあい拠点あたり２万円以内とする。 
☆実施期間  令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

住民相互のふれあいの拠点づくりに積極的に取り組む活動

〇申請期間  令和2年４月１日～５月31日まで
※この助成は予算の範囲内で実施します。
　申請書は社協事務所へ備え付けていますが、市社協ホームページからもダウンロードできます。 
　詳細については、気軽にお問い合わせください。

♥高齢者を対象とした歳末友愛訪問

♥障がい者との交流・歳末激励慰問

♥施設慰問および交流事業

4団体

4団体

2団体
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令
和
２
年
１
月
〜
２
月
に
か

け
、地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推

進
お
よ
び
市
民
の
皆
さ
ん
が

福
祉
課
題
を
把
握・共
有
し
、

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
福
祉
座

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
福
祉
座
談
会
で

は
、令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
改
定
さ
れ

る
事
業（
関
連
８
〜
９
ペ
ー
ジ
）

の
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

行
い
、地
域
の
中
で「
助
け
て
」

と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
や
互

助
活
動
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

富
家
小
学
校 

３・４
年
生
の

児
童
11
名
は
、加
齢
に
伴
う
身

体
的・感
覚
機
能
の
低
下
を
体

験
し
、高
齢
者
理
解
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、高
齢
者
疑
似

体
験
と
車
い
す
体
験
を
行
い

ま
し
た
。 

高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
装

具
を
着
用
し
、お
金
の
出
し
入

れ
や
新
聞
を
読
む
な
ど
の
日

常
生
活
の
動
作
を
体
験
し
、車

い
す
体
験
で
は
正
し
い
介
助

の
方
法
や
声
か
け
の
大
切
さ

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

体
験
後
児
童
た
ち
か
ら
は
、

「
周
り
が
見
え
に
く
い
」「
体
が

動
き
に
く
く
、腰
が
痛
か
っ
た
」

「（
車
い
す
に
乗
っ
て
）段
差
を

降
り
る
時
と
て
も
怖
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

地域福祉活動報告

市
内
14
地
区
で
福
祉
座
談
会
を
開
催

2/20

高
梁
市
立
富
家
小
学
校

福
祉
出
前
講
座
を
実
施

　

―町内では手助けが難しい
福祉課題と対応方法（意見抜粋）― 

排 泄 介 助 ➡ 介護保険制度利用の検討

入 浴 介 助 ➡ 介護保険制度利用の検討

花壇の手入れ ➡ シルバー人材センター、
　　　　　　　   お助け隊利用の検討

手 紙 の 代 筆 ➡ シルバー人材センター、
　　　　　　　   お助け隊利用の検討

松原地区福祉座談会の様子
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私の町の
ふくし

ふつう（普段）の
暮らしが
幸せであること。
と言われています。

このコーナーでは、そんな福祉のまち
づくりのために地域で頑張っておられ
る方を紹介していきます。

ふくしとは、
ふ
く
し

VOL.

22

M
u

t
s
u

o

　

E
d

a

私
は
、
41
年
間
地
方
公
務
員
と
し
て
皆
さ
ん

の
お
世
話
に
な
り
、
平
成
19
年
に
退
職
後
す
ぐ

に
民
生
委
員
に
任
命
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
有
漢
地
区
に
お
け
る
民
生

委
員
活
動
を
通
じ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

民
生
委
員
活
動
で
ま
ず
思
い
出
さ
れ
る
の

が
、
地
域
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
２
年
毎

に
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
世
帯
の
一
斉
調
査
書
綴

を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
一
目
で
地

域
の
様
子
が
わ
か
る
よ
う
マ
ッ
プ
作
成
を
行
っ

た
こ
と
で
す
。
マ
ッ
プ
は
商
工
会
が
作
成
し
た

住
宅
地
図
を
利
用
し
、
そ
れ
に
一
人
暮
ら
し
、

高
齢
者
世
帯
、
空
屋
等
を
色
付
け
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も

と
、
他
の
情
報
も
加
え
見
守
り
マ
ッ
プ
と
し
て

福
祉
委
員
と
の
交
流
会
等
で
情
報
の
共
有
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
れ
に
過
去
の
災
害

情
報
等
を
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
防
災
対

策
に
も
活
用
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
よ
り
民
生
委
員
活
動
と
し
て
町

内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
「
風
ぐ

る
ま
サ
ロ
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の

内
容
は
、
防
犯
、
健
康
づ
く
り
等
の
講
話
や
健

康
体
操
等
が
主
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
特

徴
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

毎
年
12
月
に
は
有
漢
東
小
学
校
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
５
、
６
年
生
に
サ
ロ
ン
の
企
画
、

進
行
を
す
べ
て
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
歌
あ
り
、
踊
り
あ
り
、

ゲ
ー
ム
あ
り
、
合
間
に
は
飲
み
物
と
ケ
ー
キ
を

用
意
し
、
児
童
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
昼
食
は
、
栄
養
委
員
、
あ

じ
さ
い
の
会
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
温
か

い
食
事
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
一
緒
に
話
し
合

い
な
が
ら
食
し
て
そ
の
日
を
終
え
ま
す
。
普
段

子
供
と
話
し
た
り
、
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
お

年
寄
り
に
と
っ
て
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
り
、

今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
を
毎
月
開
催
し
、
お
互
い
の
活
動
の
問
題
、

情
報
を
共
有
し
て
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
時

代
に
、
自
助
、
共
助
、
公
助
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
に
住
む
者
が
お
互
い
の
協
力
の
も

と
、
自
然
に
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
が
出
来

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

江
田
睦
雄
さ
ん
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　高梁市寝具洗濯乾燥消毒事業…………………………………………………………………
　　寝具の衛生管理が困難な高齢者や障害者の寝具の洗濯、乾燥、消毒のサービスを行う事業

利用料等の改定について

実施回数 変更前 ➡ 変更後
年２回 年 1回

利用料金

掛布団 250 円 ➡ 300 円
敷布団 200 円 ➡ 300 円
肌布団   90 円 ➡ 150 円
毛　布   60 円 ➡ 130 円
計 600円 ➡ 880 円

実施回数および利用料金が変更します。

介護保険課からのお知らせ
巨瀬デイサービスセンターの閉鎖について
　巨瀬デイサービスセンター（巨瀬町 4864-1 巨瀬地域福祉センター内）については、
利用者数の減少等に伴い、令和２年３月末日で閉鎖いたします。
　なお、巨瀬地域では、住民主体の新たな通いの場が４月からスタートします。

訪問介護事業のサテライト事業所の設置について
　現在、本所（高梁総合福祉センター内　向町 21-3）に設置している訪問介護事業所
については、西部地域（川上町・備中町）からの訪問介護の要望が多く寄せられている
状況に加え、移動時間の短縮や１日当たりの訪問件数の増加を図るため、新たにサテラ
イト事業所を設置します。
● 名　　称　　　高梁市社会福祉協議会訪問介護事業所 高梁西サテライト
● 所 在 地　　　高梁市川上町地頭 2070 番地１（川上支所内）
● 開 始 日　　　令和２年４月１日（水）
● 実施区域　　　①高梁市社会福祉協議会訪問介護事業所
　　　　　　　　　 旧高梁市、有漢町
　　　　　　　　 ②高梁市社会福祉協議会訪問介護事業所　高梁西サテライト
　　　　　　　　　 成羽町、川上町、備中町

地域福祉課　☎２２―７２４３問い合わせ先

介護保険課　☎２２―７２４４問い合わせ先

令和２年４月 1日（水）〜

8広報ふれあい福祉　第90号



高梁市ちょこっとお助けサービス事業………………………………………………………………
　日常生活を営むのに支障がある一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯の方に、家周りの手入れ等、
介護保険サービスにないサービスを行う事業

高梁市給食サービス事業……………………………………………………………………………………
　調理が困難な高齢者や障がい者の方に、ボランティアの宅配による食事の提供と安否確認を行う
事業

高梁市福祉移送サービス事業……………………………………………………………………………
　他人の介助がなければ移動することが困難で単独でタクシーその他の公共交通機関を利用するの
が困難な高齢者や障がい者の方に、社会参加および生活支援のため自動車で移送する事業

人工透析医療を受けている方の利用料金について、一部区域の見直しを行います。
（一般利用料金については変更ありません）

地　域 区　　　　　域 １回当たり利用料

高　梁

本庁区域（大久保、玉坂、山の上、楢井を除く）
　750円

津川、玉川、落合町阿部（福地・原田を除く）
本庁区域（大久保、玉坂、山の上、楢井）

1,250 円
松原、高倉、川面、巨瀬、落合町福地・落合町原田
中井、宇治 1,500 円

有　漢 全域 1,250 円

成　羽
下原、成羽、日名、佐々木、小泉 1,250 円
吹屋、中野、布寄、坂本 1,500 円

川　上
地頭、領家 1,500 円
七地、三沢、仁賀、上大竹、下大竹、高山市、高山 1,750 円

備　中
布瀬、黒鳥、田原 1,500 円
布賀、長谷、平川、湯野、西山 1,750 円

福祉サービス（市の委託事業）

≪主な見直し地域≫　
　　　・津川・玉川・落合町阿部（福地・原田を除く）  1,250 円　➡　   750 円
　　　・中井・宇治　　　　　　　　　　　　　　　 　1,250 円　➡　1,500 円
　　　・成羽町吹屋・中野・布寄　　　　　 　   　　　1,250 円　➡　1,500 円

1 時間あたり
変更前

➡
変更後

事業費の 1 割 100 円

1 食 変更前 ➡ 変更後
300 円 450 円

(84 〜 105 円）
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令
和
元
年
度
赤
木
五
郎
賞
の
贈
呈

式
が
２
月
26
日
、
高
梁
国
際
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
、
福
祉
分
野
か
ら
は
、

本
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登

録
団
体
で
も
あ
る
「
有
漢
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会
」
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
の
会
は
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
の
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
友
愛
訪

問
や
福
祉
施
設
で
の
清
掃
・
お
し
め

た
た
み
等
、
永
年
に
わ
た
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
木
五
郎
賞
に
つ
い
て

  　お知らせについての問い合わせ先　　　総務・地域福祉・相談支援課　☎２２―７２４３
　　　　　　　有漢支所　☎５７―３２１８　　　　　　　　  成羽支所　☎４２―２００５
　　　　　　　川上支所　☎４８―９７７０　　　　　　　　  備中支所　☎４５―３１３１

災害義援金について
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

  

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
地
域
福
祉
課
主
幹（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
担
当
）

=

宮
本
健
一

令
和
２
年
２
月
３
日
付

【
新
規
採
用
】

▼
地
域
福
祉
課
主
幹（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
担
当
）

=

松
本　

敦

ボランティアセンターでは、ボランティア団
体の最新情報を提供するため、年度ごとに登録
申請を行っています。ボランティア団体の皆さ
んは、登録申請の手続きをお願いいたします。
なお、ボランティア登録団体の活動内容等につ
いては、市社協ホームページで紹介しています
のでご覧ください。

また、今年度のボランティア活動保険の補償
期間は、令和2年3月31日までとなります。引
き続き4月1日から活動される団体・個人の方は、
3月末日までに市社協（地域福祉課・各支所）で
保険加入の手続きをお願いします。

ボランティアセンターからのお知らせ
令和 2 年度ボランティア登録およびボランティア活動保険について

保険金の種類　　　　　　　　　　　　　プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン

ケ
ガ
の
補
償

死亡保険金 1,040万円
後遺障害保険金 1,040万円（限度額）
入院保険金日額 6,500円

手術
保険金

入院中の手術 65,000円
外来の手術 32,500円

通院保険金日額 4,000円
地震・噴火・津波による死傷 × ○

の
補
償

賠
償
責
任

賠償責任保険金
（対人・対物共通） 5億円（限度額）

年間保険料 350円 500円

２月28日、順正学園ボランティアセンター様から災害義
援金をお預かりしました。
この義援金は、令和元年台風第19号の甚大な被害に対し、
大学内に設置した募金箱により集められたほか、学生や吉備
国際大学シャルム選手によ
る校外募金活動、大学祭の
模擬店売り上げによるもの
です。
なおこの義援金は、中央
共同募金会を通じて被災地
へ送らせていただきます。
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ありがとうございました。
社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ令和 2年１月と２月にいただいたご寄附についてお知らせします。

心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄附者の意向によって掲載しています。（敬称略）

社会福祉協議会への 寄ご 附 令和 2 年
１月〜２月
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《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

戸
田
　
　
守	

	
	

（
故
・
静
子
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

島
田
　
靖
則

	
	

（
故
・
登
美
子
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

山
縣
　
孝
志	

	
	

（
故
・
梅
代
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

森
田
　
延
恵

	
	

（
故
・
畠
木
勝
己
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成
　
羽	

宮
本	

　
　
博

	
	

（
故
・
昌

様
）

金
一
封	

上
日
名	

藤
井
　
一
志

	
	

（
故
・
清
子
様
）

金
一
封	

下
　
原	

土
師
　
　
剛

	
	

（
故
・
ト
シ
子
様
）

金
一
封	

坂
　
本	

樋
口
フ
サ
江

	
	

（
故
・
清
様
）

金
一
封	

下
　
原	

金
政
　
友
子

	
	

（
故
・
春
夫
様
）

金
一
封	

中
　
野	

坂
田
　
嘉
穂

	
	

（
故
・
愛
子
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

松
北
　
賢
治

	
	

（
故
・
幸
治
様
）

金
一
封	

長
　
地	

赤
木
　
宣
夫

	
	

（
故
・
加
多
代
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

加
藤
　
幹
生	
	

	

（
故
・
マ
チ
コ
様
）

金
一
封	

宇
治
町	

福
田
ミ
ワ
枝	

	
	

（
故
・
清
志
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

坂
田
　
豊
子	

	
	

（
故
・
繁
雄
様
）

《
高
倉
地
区
》

金
一
封	

下
谷
町	

森
岡
　
孝
夫	

	
	

（
故
・
定
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

津
内
　
孝
仁	

	
	

（
故
・
正
志
様
）

金
一
封	

落
合
町	

広
兼
　
武
男	

	
	

（
故
・
ト
シ
コ
様
）

金
一
封	

落
合
町	

川
上
　
髙
志	

	
	

（
故
・
清
次
郎
様
）

金
一
封	

落
合
町	

渡
邉
　
利
明	

	
	

（
故
・
達
也
様
）

金
一
封	

落
合
町	

逸
見
　
定
光	

	
	

（
故
・
政
江
様
）

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

小
見
山
清
志

	
	

（
故
・
光
男
様
）

金
一
封	

新
　
町	

伊
達
　
照
子

	
	

（
故
・
鑛
一
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

丸
山
　
良
正

	
	

（
故
・
君
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

田
井
　
　
博

	
	

（
故
・
縫
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

石
川
　
　
基	

	
	

（
故
・
貞
子
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

島
田
　
　
勇	

	
	

（
故
・
春
江
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	
高
倉
町	

赤
木
　
　
清

	
	

（
故
・
秀
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

西
本
　
義
和

	
	

（
故
・
秀
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	
櫻
　
　
　
茂

	
	

（
故
・
壽
美
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

上
田
　
文
明

	
	

（
故
・
米
太
郎
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

高
倉
町	

赤
木
　
　
清

	
	

（
故
・
秀
子
様
）

金
一
封	

中
井
町	

西
本
　
義
和

	
	

（
故
・
秀
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

津
内
　
孝
仁

	
	

（
故
・
正
志
様
）

金
一
封	

落
合
町	

川
上
　
髙
志

	
	

（
故
・
清
次
郎
様
）

金
一
封	

落
合
町	

渡
邉
　
利
明

	
	

（
故
・
達
也
様
）

金
一
封	
中
井
町	

櫻
　
　
　
茂

	
	

（
故
・
壽
美
子
様
）

金
一
封	
新
　
町	

石
田
　
　
均

	
	

（
故
・
章
雄
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	
島
田
　
　
勇

	
	

（
故
・
春
江
様
）

金
一
封	

津
川
町	

田
井
　
　
博

	
	

（
故
・
縫
子
様
）

金
一
封	

松
原
町	

坂
田
　
豊
子

	
	

（
故
・
繁
雄
様
）

金
一
封	

中
井
町	

上
田
　
文
明

	
	

（
故
・
米
太
郎
様
）

金
一
封	

落
合
町	

逸
見
　
定
光

	
	

（
故
・
政
江
様
）

金
一
封	

松
原
町	

上
田
　
健
一

	
	

（
故
・
敏
夫
様
）



集

記

編

後

この広報紙は、賛助会員会費および寄附金の一部を活用して発行しています

この広報紙は再生紙を使用しています。
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日
増
し
に
暖
か
さ
が
増
し
、
や
わ
ら
か
な
日
差
し
が
心

地
よ
く
感
じ
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
経
験

か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
た
活
動
等
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
た「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」に
つ
い
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

地
震
や
大
雨
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
い
日
本
で

は
、
い
つ
・
誰
が
被
災
者
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

被
災
地
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
国
か
ら
駆
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
被
災
地
の
復
興
・
再
建
に
力
を
発
揮

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
被
災
し
た
地
域
が
多
様
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
お
く
こ
と

（
受
援
力
）も
重
要
と
の
こ
と
で
す
。

高
梁
市
で
も
、
自
主
防
災
会
の
設
立
や
防
災
訓
練
の
実

施
、
地
域
ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
等
を
通
じ
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
災
害
に

限
ら
ず
、
日
頃
か
ら
地
域
の
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
築
き
、

た
く
さ
ん
の
方
と
顔
な
じ
み
に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界

的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
手
洗
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
に
加
え
、
不
用
意
な
外
出
を
控
え
、

皆
さ
ま
に
と
っ
て
穏
や
か
な
春
に
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｓ)

金
一
封	

東
油
野	

長
谷
川
信
子

	
	

（
故
・
欣
也
様
）

金
一
封	

西
　
山	

谷
奥
　
孝
義

	
	

（
故
・
福
太
郎
様
）

金
一
封	

長
　
屋	

江
草
　
克
典

	
	

（
故
・
益
江
様
）

【
一
般
寄
附
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

大
阪
市	

難
波
喜
久
男

	
	

（
志
と
し
て
）

《
高
梁
地
区
》

金
一
封	

	
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

	

第
428
回
、
第
429
回
目
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

大
阪
市	

難
波
喜
久
男

（
志
と
し
て
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

丸
橋
　
静
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

高
　
山	

佐
藤
　
　
剛

	
	

（
故
・
武
之
様
）

金
一
封	
七
　
地	

山
本
　
朋
範

	
	

（
故
・
清
明
様
）

金
一
封	

高
　
山	
江
草
　
伸
生

	
	

（
故
・
ツ
ギ
子
様
）

金
一
封	

七
　
地	
小
田
上
晴
夫

	
	

（
故
・
綾
子
様
）

金
一
封	

臘
　
数	

平
松
　
靖
司

	
	

（
故
・
美
智
子
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

木
村
　
義
隆

	
	

（
故
・
百
々
子
様
）

金
一
封	

七
　
地	

山
本
　
早
苗

	
	

（
故
・
伯
志
様
）

金
一
封	

吉
　
木	

林
　
　
信
介

	
	

（
故
・
勇
夫
様
）

金
一
封	

上
大
竹	

岡
﨑
　
光
代

	
	

（
故
・
篤
二
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布
　
賀	

横
部
　
秀
明

	
	

（
故
・
壽
子
様
）

金
一
封	

長
　
屋	

赤
木
　
良
太

	
	

（
故
・
春
子
様
）

金
一
封	

東
油
野	

平
松
　
雅
雄

	
	

（
故
・
爲
三
郎
様
）

金
一
封	

東
油
野	

竹
並
　
信
二

	
	

（
故
・
正
武
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有
　
漢	

守
安
　
幹
男

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

蓮
井
　
清
孝

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

石
井
　
政
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

森
本
　
靖
恵

（
快
気
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成
　
羽	

宮
本
八
重
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

上
大
竹	

宮
﨑
　
正
弘

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
上
大
竹	

大
山
　
貞
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

日
向
　
　
稔

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

七
　
地	
三
宅
　
森
雄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

下
大
竹	

川
上
　
　
寛

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）


